
難聴児支援のための中核的機能の構築について

都が目指す中核的機能

「難聴児の早期支援及び関係機関連携強化協議会」と「東京都難聴児相談支援センター」が連携し、関係機関の情報を集約した幅広い「情報提供」、中立
的立場での「相談支援」、地域で難聴児支援を担う「人材育成」の３つを基本とする支援体制を構築

東京都難聴相談支援センター

実施主体

受託法人 公益財団法人 聴覚障害者教育福祉協会

運営日時 週５日 ９：００～１７：００
（土曜日または日曜日を含む。水曜日閉庁。）

所在地 豊島区南大塚

対象者 難聴児とその家族、関係機関の職員等

保護者より
○こどもが軽度難聴と診断されたが今後どうしていけばいいか
相談したい

○療育に行く回数を増やしたいので施設を紹介してほしい

関係機関より
○難聴の生徒への指導体制が今のままでよいか不安に思っている 等

相談例

情報提供

相談支援

人材育成

難聴児の家族等の相談、コミュニケーション手段の助言、

関係機関の紹介等

専用のポータルサイトにより、聴覚に係る情報を一元的に提供

講習会の実施、リーフレット・冊子等作成

東京都

東京都（委託事業）

難聴児の早期支援及び関係機関連携強化協議会

連携

➢都の難聴児支援体制について継続して検討
➢顔の見える関係構築と情報交換
➢新生児聴覚検査から診断、治療、療育、教育に至るまでの円滑
な流れの確保 等

＜R5年度委員＞
・学識経験者
・医療関係者（耳鼻咽喉科、産婦人科、小児科、言語聴覚士）
・当事者団体
・障害福祉サービス事業者
・教育機関
・区市町村代表
・庁内関係部署
※難聴児センター責任者も参加

R5年度議題

１ 難聴児センターについて
センターと新生児聴覚検査流れの関係や区市町村、医療機関、
療育・教育機関との連携について検討

２ 都における難聴児計画について
次期、障害児福祉計画へ組み込む方向で検討


